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概要 

 人を対象にする観察研究において、選択バイアスと交絡は避けて通れない

制限事項であり、その影響を出来るだけ小さくするためのデザインや解析方

法が求められる。交絡をコントロールするためには、症例と対照のマッチング

や層別化、多変量解析による調整が用いられる。さらに、propensity score
を用いた調整も可能である。 propensity score は、臨床研究における疑似

RCT のためのマッチングに用いられることが多い。基本的な考え方は、対象

者の背景要因の影響を確率として見積もったスコアを用いて、マッチングや

調整を行う際にバランスを取ることにより、交絡要因の影響を小さくすること

である。本セミナーでは、疫学観察研究における交絡をコントロールする方

法について、これまで学んできたことの復習を兼ねて、まとめてみたい。 
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